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〈９〉今後必要な施策等について 

 

 結果のポイント 

 〇 「女性が職場で活躍するために必要」だと考える 1 位は「両立支援制度が整っていること」で、

2位は「職場の上司・同僚の理解」 

 〇 「男女がともに活躍できる奈良県にするために、今後行政が力を入れるべきこと」の 1位は「子

育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」こと（P49） 

 

 

①  女性が職場で活躍するために必要なこと 

女性が職場で活躍するために必要なことは、「子育て・介護との両立についての職場の支援制度が整ってい

ること」の割合が 68.3％で最も高く、次いで「職場の上司・同僚が、女性が働くことについて理解があるこ

と」（58.0％）、「仕事が適正に評価されること」（50.3％）となっている。 

 

 

 

図表 女性が職場で活躍するために必要なこと（複数回答） 

 

 

  

子育て・介護との両立についての
職場の支援制度が整っていること

職場の上司・同僚が、女性が働くことに
ついて理解があること

仕事が適正に評価されること

職場で長時間労働の必要がないこと、
勤務時間が柔軟であること

仕事の内容にやりがいがあること

組織のトップが女性の活躍の促進に
積極的であること

身近に活躍している女性がいること

その他

無回答
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②  男女がともに活躍できる奈良県にするために、今後行政が力を入れるべきこと 

今後行政が力を入れるべきことは、「子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」の割合が

57.3％で最も高く、次いで「子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する」（48.4％）、「保

育の施設・サービスや放課後児童クラブを充実する」（47.0％）となっている。 

 

 

 

図表 男女がともに活躍できる奈良県にするために、今後行政が力を入れるべきこと（複数回答） 

 
  

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう
支援する

子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の
再就職を支援する

保育の施設・サービスや放課後児童クラブを充実する

社会の意識改革（『男はこうあるべき、女ならこうすべき』
といった固定的な性別役割分担意識の払しょく）

高齢者等の福祉施設や介護サービスを充実する

企業の意識改革（管理職への女性の登用や、
多様で柔軟な働き方の推進）

男性の積極的な家事・子育て参画の促進

政策決定の場に女性を積極的に登用する

 政治分野や、従来、女性が少なかった分野（研究者等）
への女性の進出等を支援する

その他

特にない

無回答

57.3%

48.4%

47.0%

46.9%

42.7%

38.5%

34.8%

31.5%

19.7%

3.2%

1.5%

1.9%
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